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東芝グループの目指す姿

世界有数のCPS*1テクノロジー企業を目指し
東芝Nextプランで収益力を確かなものに

サイバー・フィジカル・システム（CPS）

実世界（フィジカル）におけるデータを収集し、デジタル（サイバー）により理解・分析し、

それをフィジカルにフィードバックすることで、付加価値を創出

AI技術開発の方向性

現場適用／オープンイノベーション活用による技術力強化

「人手をかけたAI」から「自ら学ぶAI」へ進化

理研AIP-東芝連携センターでの主な取り組み

３つの軸に注力し革新的生産性の実現を目指す

ICMLA2018発表テーマの背景、問題点、解決策

エッジ機器向けにDNNのコンパクト化が必要

開発したコンパクト化方式

ノード削除で積和演算の回数を削減

公開データセットでの評価結果

正解率をほぼ維持したまま、DNNサイズを83.7%削減
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人手をかけた学習から機械の自律的な学習へ進化
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革新的生産性を実現する自律学習AI （自ら学ぶAI）
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